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福知山市教育委員会 

 

 
 
 



 

１ 開会の日時   平成２９年１１月２４日（金） 

                午後１時３０分 

 

２ 閉会の日時   平成２９年１１月２４日（金） 

                午後１時４３分 

 

３ 招集の場所   福知山市役所６階 ６０１会議室 

 

４ 出席委員の氏名 端 野  学 

          倉橋  德彦 

          塩見 佳扶子 

          和田  大顕 

          大槻  豊子 

 

５ 福知山市教育委員会会議規則第４条により列席したもの 

     教育部長             田 中  悟 

     教育委員会事務局理事       森 山  真 

     教育総務課長           藤田  一樹 

     教育総務課担当課長        貴田  直子 

     次長兼学校教育課長        眞 下  誠 

     学校教育課担当課長兼教育総務課  山田  珠美 

     学校教育課総括指導主事      西山  直樹 

     学校給食センター所長       外賀  眞二 

     次長兼生涯学習課長        﨑山  正人 

     中央公民館長           佐々木 和美 

     図書館中央館長          吉田  和彦 

 

 

 

 

６ 福知山市教育委員会会議規則第１５条による会議録作成者 

     教育総務課長           藤田  一樹 



 

７ 議事及び議題 

    別添のとおり 

 

８ 質問討議の概要 

    別紙会議録のとおり 

 

９ 決議事項 

    なし 

 

 

 

 

福知山市教育委員会会議規則第１５条により署名する者 
 

 

 

    福知山市教育委員会 教育長              

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    福知山市教育委員会 委 員               

 

 

    教育委員会会議録調製者 教育部長             

 



 

教 育 委 員 会 会 議 録 
 

１ 開会 

  端野教育長が開会を宣告。 

 

  端野教育長  次に、現在のところはありませんけれども、傍聴人から傍聴の申請 

         がありましたら許可をしてもよろしいでしょうか。 

 

  全委員    異議なし。 

 

  端野教育長  許可をさせていただきます。 

 

２ 前回会議録の承認 

  端野教育長  前回の会議録については、異議ありませんでしょうか。 

 

  全委員    異議なし。 

 

  端野教育長  それでは、異議がなければ承認をお願いします。 

         あとで会議録に署名をお願いしたいと思います。 

 

３ 教育長報告の要旨 

  端野教育長から以下の報告がありました。 

  （１）平成２９年度「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰 決定 

     「桃映中学校地域未来塾」 

      １２月７日（木）午後２時１０分～午後５時３０分 文部科学省講堂 

     スクールミーティング 

      １１月２２日（水）午後２時３０分～午後４時００分 

     京都府教育委員会教育委員（２名）の訪問 

      中丹教育局、市教育委員会、学校 

      桃映中学校の地域未来塾の参観・視察・懇談 

    《顕著な取組・成果等》 

     ○平成２７年度より実施、学校と地域が「生徒のために」できることから活 

      動を始め、双方の結束が強くなり、京都府内他地域へのモデルとなってい 

      る。 

     ○単に学力充実だけでなく、基本的生活習慣や規範意識、人を思いやる心を 

      育む場を提供すると共に、地域の大人と生徒の交流による地域の活性化に 

      つながっている。 

     ○学習支援員（地域住民）は、生徒の心に寄り添って、学習活動以外のこと 

      についての会話も大切にし、問題集の採点の際に応援コメントをつけたり、 

      校外で出会った時に声をかけたりするなどの交流を図っている。 

  平成２９年度の地域学校協働活動ということで、桃映中学校の地域未来塾が文部科 

  学大臣表彰を１２月７日午後、文部科学省３階講堂で受けることになりました。担 

  当部署、また学校の先生にお世話になります。スクールミーティングも、そういう 

  中で訪問がありまして、１１月２２日午後２時半から４時の間で、京都府の教育委 

  員さん２名、局関係者、局長、担当部署、教育委員会事務局、学校でミーティング 

  をした後、地域未来塾の参観、視察をしていただきました。 



  文部科学大臣表彰を受けた取り組み内容は３点あります。 

  １点目は、平成２７年度より実施、学校と地域が「生徒のために」できることから 

  活動を始め、双方の結束が強くなり、京都府内他地域へのモデルとなっている。 

  ２点目は、単に学力充実だけでなく、基本的生活習慣や規範意識、人を思いやる心 

  を育む場を提供するとともに、地域の大人と生徒の交流による地域の活性化につな 

  がっている。 

  ３点目は、学習支援員（地域住民）は、生徒の心に寄り添って、学習活動以外のこ 

  とについての会話も大切にし、問題集の採点の際に応援コメントをつけたり、校外 

  で出会ったときに声をかけたりするなどの交流を図っている。 

  このような視点で表彰を受けたということです。 

  当日のスクールミーティングの席に、支援者の方においでいただき、地域未来塾の 

  教室の中はもちろんなのですが、校内、校外で出会ったときについても、手を振っ 

  たり、話しかけをしたりと、そういったふれあいやつながりがお互いに大変大事な 

  宝物であるというお話を聞かせていただいております。 

 

  （２）京都府教員等の資質の向上に関する協議会について 

     《参考》教育公務員特例法の改正への対応 

     ア 「協議会」の設置 

     イ 教員等の資質の向上に関する「指標」の策定 

     ウ 「教員研修計画」の作成 

     これまでに３回の協議会を開催し、第４回目を１月１９日（金）に開催予定 

     である。 

     幼稚園の教員（府費負担教員以外の教員）への対応は、市町村にて指標及び 

     教員研修計画を定めることになる。 

     協議会は不要、３０年度分の園長と教諭分を作成 

     ※小中の「指標」を参照 

  今後、大量退職、大量採用の時期を迎えます。学校課題についても大変複雑になる 

  という中から、京都府教員等の資質の向上に関する協議会について、地方公務員特 

  例法の改正として、ア 「協議会」の設置をすること、イ 教員等の資質の向上に 

  関する「指標」の策定をすること、ウ 「教員研修計画」の作成をすることの３点 

  が義務化されました。これまでに、京都府で３回の協議会が開催され、１月１９日 

  金曜日に４回目の開催が予定されています。初任者から校長まで、それぞれどの年 

  代で、何をという細かな指標が、協議検討されております。本年度内に完成され、 

  平成３０年度から実施する方向になります。小学校、中学校の教員については、そ 

  のように動いているわけですが、府費負担教員以外の幼稚園の先生方についても、 

  指標、教員研修計画を作成することになっております。これにつきましては、各市 

  町村で平成３０年度分の幼稚園長、教諭分のものを作成しなければならないという 

  ことで、既に担当指導主事の先生から、園長会で各園長にお知らせし、準備が整え 

  られ、現在進行中ということです。現在つくられている小学校、中学校の教諭分、 

  管理職も含めまして、そのあたりの指標を参考に、幼稚園分についても作成してい 

  くということです。 

 

  （３）学び直しの機会拡充→「夜間中学」の新設加速 

     ８都道府県２５市区３１校設置 

     ※「夜間中学」→市町村の設置する中学校において、夜の時間帯に授業が行 

      われる公立中学校の夜間学級のこと。 

    ア 「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関す 

      る法律」 平成２８年１２月２４日 第１９２回臨時国会 成立 



     義務教育を十分に受けていない人のために、フリースクールや夜間中学など 

     多様な学びの場つくりを進める法律。 

    イ 文部科学省は、夜間中学を少なくとも各都道府県に１校は設置されるよう、 

      その設置を促進している。 

      （京都府では京都市に１校 洛友「らくゆう」中学校） 

    ウ 教科書や行事も昼間の中学校と同じ、時間割は４時間、中学校卒業証書の 

      授与 

  学び直しの機会を拡充していくことから、夜間中学の新設が加速化されています。 

  京都府内では、京都市内に１校あるのみですが、最終的には各都道府県に１校とい 

  う方針で、拡充が進められています。その根拠、内容は、夜間中学とは、市町村の 

  設置する中学校において、夜の時間帯に授業が行われる公立中学校の夜間学級のこ 

  とです。夜間４時間の授業をされるということで、学習指導要領、教科書も、昼間 

  の中学校と同じものを使用しますので、授業時間が夜であることのみが違うという 

  ことです。 

  「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」 

  が、随分前、去年の１２月に成立しました。義務教育を十分に受けていない人のた 

  めに、フリースクールや夜間中学など、多様な学びの場づくりを進める法律ができ 

  たことによるものです。 

  先ほど言いましたが、文部科学省は夜間中学を少なくとも各都道府県に１校設置さ 

  れるよう促進しています。参考までに、京都府では京都市内の洛友中学校、ホーム 

  ページにも出ていますが、１校あるということです。 

  教科書や行事も昼間の中学校と同じで、時間割は４時間、中学校卒業証書を授与す 

  るということです。 

  どんな子が行くのかということですが、不登校の子はもちろんですし、あらゆる理 

  由で学校に行きたくても行けなかった方々、ということは青少年の年代ではなしに、 

  壮年になった方々についても、学び直しをすることから、対象者として上がってく 

  ることがあります。現在、進められていますので、今後ニュースに出るのではない 

  かと思います。過日の教育委員長会議の中でも、局長から改めて法の紹介、話があ 

  りました。 

  以上３点報告しましたが、御質問、御意見はありませんか。 

 

 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   本日は決議事項がありませんので、報告事項をお願いします。 

 

４ 教育委員会 報告事項 

 （１）教育長後援承認事項について 

 由里教育総務課長補佐兼企画管理係長  ～資料に基づき報告～ 

 №６２ 京都府柔道連盟強化練成会兼第２９回福知山少年少女柔道交流大会 

 №６３ ２０１７年度ピティナ・ピアノステップ丹波地区 

 №６４ 第４５回音楽のつどい 

 №６５ 京都府民総合体育大会「第４０回京都府銃剣道選手権大会」 

 №６６ 第１９回ディナモカップ 

 №６７ 第２３回舞鶴ライオンズクラブ杯少年サッカー大会 

 №６８ 平成２９年度福知山剣道優勝大会 

 

 端野教育長   後援承認について御質問や御意見がありましたらお願いします。 

 



 全委員     特になし。 

 

 端野教育長   承認いただいているということで、事後承認とさせていただきます。 

 

５ 閉会 

 端野教育長が閉会を宣言。 


